
 

 

 

 

 【理事長 内田嘉壽子（かづきれいこ）より】 

 
  

４月13日、所用で京都に出かけた機会に、平安徳義会養護園を 

訪問しました。 

 同園は、私の曽祖父にあたる田中泰輔という方が明治 23年に 

孤児院として創立した児童養護施設で、今年創立 130周年を迎え 

ます。現在、幼児から高校卒業までの 70名余りの男女が入所さ 

れています。 

 設立趣意書等の資料を見ると、田中泰輔氏を中心とする数名の 

青年が私財を拠出し、一般市民の寄付も求め、両親を失うなど家 

庭の養護を受けられない子供達を引き取って養育したと書かれて 

います。同園は、日本における民間資本による児童福祉施設の草 

分けの一つであり、当時でも、民間人が私財を投じて孤児院をつ 

くるということは大変珍しいことでした。 

 「社会の駸々乎
しんしんこ

として進歩するに比し道義之
どうぎこれ

に伴はず富者益々富を致し貧者愈々
いよいよ

生活苦を訴ふ、加ふる

に天災地変の頻發
ひんぱつ

は同じく生を皇国に亨
う

くるも不遇不幸の人々を日に月に多からしむ、仍
よっ

て吾人は 徒
いたずら

らに袖手
しゅうしゅ

傍観
ぼうかん

するに忍びず力を盡
つく

して愛隣を致し同胞の救 恤
きゅうじゅつ

に努めんとす」 

（社会福祉法人 平安徳義会 創立百周年記念誌『徳義』「平安徳義会設立の趣旨」より引用） 

上記の設立趣意書の一節を読むと、社会貢献を自らの責務として引受けた、田中泰輔氏の明治人らし

い堅固な意思を感じ取ることができます。また、そこに描かれている社会の様相は、格差拡大が叫ばれ

る現状の日本に通じるものがあります。                

（→２ページ目につづく） 
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フェイシャルセラピスト 

平安徳義会養護園を訪問 



 

（→表紙からのつづき） 

 田中泰輔氏は昭和 9 年に亡くなっていますから、直接面識のある人はもう園にはいないはずなのです

が、同氏が園を設立した精神を誇りに感じ、同氏に感謝の念を抱いている心持ちは、130年を経過した現

在でも、院長さんや職員の方々だけでなく、入園している子供達にもしっかりと受け継がれていること

が感じられました。いろいろとお話しくださった院長さんは、同園の出身だそうです。 

 児童福祉施設は、高校卒業の 18歳になると就職して退所しなければなりません。この施設では、単に

入所中のケアだけでなく、退所にあたって自治体等からの補助金の申請を援助したり、退所後も面談等

を行ってフォローアップするなど、ボランティア精神あふれる、きめ細かなサービスを提供しています。 

 私は、あざや傷痕など外観に悩む方々にメイクセラピーを提供することによって、その社会復帰・社

会参加に貢献しようとしてきました。また、少年院や刑務所などの受刑施設や更生保護施設などに入所

する方々に、メイクによってその社会復帰を手助けしようとしてきました。高齢者施設や障がい者施設

などでも、長年メイクボランティアを行っています。まるで何かに背中を押されるようにして、このよ

うな活動にわき目もふらず取り組んできました。平安徳義会養護園を訪問して、その創立者である田中

泰輔氏の思いが自分の身体の中にも流れていたのではないかという、何かが胸にストンと落ちるような、

漠然とした納得感が得られるような、不思議な体験をしました。 

 一度限りのボランティアではなく、組織を作って継続的に取組んできましたが、そのことも同氏の行

動を知らず知らずになぞっていたような気がします。 

 平安徳義会養護園には、児童虐待のゆえに入所している子供達も多くいます。私は、児童虐待を原因

として児童養護施設に入所している少女達に就活メイクを指導したこともあります。また今年は、児童

養護施設に入所している人と一緒に高齢者施設でのメイクボランティアを行うプロジェクトを、東京中

央新ロータリークラブのメンバーと共に計画しています。 

 田中泰輔氏の行動が、私がこれまでやってきたこと、これからやらなければならないこととどこかで

繋がっているような気がして、今日からまた一層頑張らなければならないと、決意を新たにしました。 

 

 

 

 

平成30年度（平成30年４月～平成31年3月）は、109回施設訪問し、のべ430人の会員様にメイ

クボランティアにご参加いただきました。 

【平成30年度地域別実施回数及び参加人数】 

地域 回数 人数 地域 回数 人数 地域 回数 人数 

東京 29 115 神奈川 8 45 福岡 3 11 

大阪 15 95 兵庫 4 16 埼玉 2 8 

高知 13 13 山梨 4 4 京都 2 14 

新潟 11 37 千葉 3 12 愛知 2 8 

富山 9 40 広島 3 6 滋賀 1 6 

                                      （→5 ページ目につづく） 
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顔と心と体研究会 活動報告 



   

           

 

当法人は全国の会員の皆様の温かいお力添えにより活動しております。今年度も下記

のとおり、会員の方々による社員総会を開催し、平成 30 年度の事業報告・決算等につ

いてご報告させていただきます。 

正会員の皆様には、ぜひご参加くださいますようお願い申し上げます。 

・「社員」とは正会員の皆様のことです。 

・「社員総会」は、正会員様によって構成され、「理事会」（理事長および理事の方々の会議） 

で予め定められた事項について、正会員の皆様に報告・承認を得るために開催いたします。 

・出席できない正会員様は、お持ちの議決権（※）を他の正会員様に委任することができます。 

 ※今回の社員総会の議決権は、2019年5月30日の決算理事会開催日の時点で、当法人の「正会員」の資

格をお持ちの皆様が対象となります。 

（社員総会規則 第２条「総会に関しては、当該総会の招集を決議した理事会の開催日における正会員が当

該総会において議決権を有するものとする。」による） 

 

●日時 2019 年６月 21 日（金）18：15～19：15 （開場：18：00） 

●会場 ＲＥＩＫＯ ＫＡＺＫＩ 東京本社 

     東京都新宿区左門町 3-1 左門イレブンビル４階 

●交通 東京メトロ 丸ノ内線「四谷三丁目」駅 徒歩 1 分  
 
 

＜会議の目的事項＞ 

● 報告事項  

平成 30年度（平成 30年４月１日から平成 31年３月 31日まで）事業報告の 

内容報告の件 

 

● 決議事項 
 

 

 

 

 

 

平成 30年度（平成 30年４月１日から平成 31年３月 31日まで）計算書類及び 

財産目録承認の件 

 

社員総会の議決権をお持ちの正会員の皆様（2019年 5月 30日の決算理事会開催時に正会員の方 ※社員総

会規則第２条による）に社員総会への出欠確認用の返信ハガキを本会報誌とともにお送りしています。 

恐れ入りますが出席・欠席にかかわらず６月 14日（金）必着にてご返信ください。 

ご欠席の場合には返信ハガキが委任状となり議決権数にカウントされますので、ハガキを必ずご返信くだ

さいますよう、よろしくお願いいたします。 

 

正 会 員 の 皆 様 へ お 願 い 

Ｐ
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ボランティアメンバー交流会を行ないました 
～4/20（東京）・5/18（大阪）～ 

 

4月20日と5月18日に、東京と大阪にて、会員の皆様からメイクボランティアに関しての意見をうかが 

い、情報交換をしていただく「ボランティアメンバー交流会」を開催いたしました。 

東京は１４名、大阪は１２名の参加をいただき、「リーダー経験者」「フルメイク担当者」「スキルアップ

修了者」「修了者」、さまざまな立場でメイクボランティアに参加されている会員の皆様から、メイクボラ

ンティアで感動したこと、悩んでいることや、今後の希望など、多くの意見や議論がなされ、充実した交

流会となりました。 

        ＜東京会場＞                  ＜大阪会場＞ 
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東京会場、大阪会場、どちらでもメイクボランティアへの様々な意見や貴重なご意見が交わされました。

「もっとメイクボランティアを広めたい！知ってほしい！」「早くフルメイクができるようになりたい！」

など皆様からの熱い思いが溢れ、おかげさまで２時間では足りないぐらいの盛り上がりとなりました。 

新しく眉パウダーを使ってのメイクを体験 

メイクボランティアに生かせるか実践しました。 

メイクのやり方について、リーダーとしてメイクボランテ

ィア経験豊富な講師が、テクニックを紹介しました。 



                       

     

 

 
 

●メイクボランティア活動をもっと友人・知人に知ってもらいたいし、参加してもらいたいので、

社団のパンフレット等を自分で配布したい。 

⇒（事務局回答）事前に事務局にご相談いただければ、必要部数をお送りします。 

●訪問先施設を自分で開拓するにはどのような資格があればできるのか？ 

 ⇒（事務局回答）リーダー経験のある人、リーダーの役割ができる人、フルメイクのできる人

は、事前に事務局にご連絡いただければ自主的に施設にコンタクトして結構です。社団では施

設向けパンフレットも用意しています。 

●講習会は何人ぐらい集めれば、東京・大阪以外でも開催できるのか？ 

 ⇒（事務局回答）数人程度から開催可能です（できれば偶数人数で）。これまでも、新潟や三

重などで開催したことがあります。 

●「ボランティア保険」について、加入方法などを事務局から改めて会員に周知をしたほうが良

いのではないか 

 ⇒（事務局回答）最初のメイクボランティア講習会ではご案内していますが、改めて今後、会

報誌などでの周知を考えて参ります。 

●フルメイク担当や、メイクボランティアリーダー向けの講習会も開催して欲しい。そうすれば、

メイクボランティアのやり方や意識などを共有することができて良いと思う。 

●普段なかなか顔を合わせることのないメイクボランティアの仲間と直接会えて、色々な話が聞

けて大変良い機会となりました。認知症の方への接し方、地方での活動での話などが印象に残

りました。 

●ボランティア経験が少ない自分としては、不安や疑問を解消する機会となり参加して本当に良

かったです。メイク実践の時間も作っていただいたので、次のボランティアからすぐに使える

テクニックも学べて勉強になりました。 

●スポンジを使わない顔や手のお手入れの方法など、実演で見せていただき、また自分でも実際

にやってみて、良く理解できました。 

●ポジティブな意見が交わされて、参加された方のメイクボランティアへの気持ちの熱さに驚き

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成27年度～平成30年度の３年間のメイクボランティア実施回数及び参加人数は以下の通りです。 
 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

実施回数 101 118 120 109 

参加人数 501 429 465 430 

平均参加人数 4.96 3.63 3.875 3.94 

 

事務局では、今後もこのような会員の皆様にお集まりいただいての意見交換会や、メイクボラン

ティアに関するさらなるステップアップの講習会などを開催していければと思っております。 

今回ご参加いただいた皆様、お忙しいところありがとうございました！ 

 

 

 

メンバー交換会参加者からの意見・感想（抜粋） 

Ｐ5 

顔と心と体研究会 活動報告（つづき） 



 

 

メンタルメイクセラピスト®検定公式テキスト（実技編） 

7月 26日発売！ 
   

 「メンタルメイクセラピスト®検定」の実技編テキストが 

7 月 26 日発売となります。大変お待たせいたしました。 

メンタルメイクセラピスト®になるための基礎理論や基本 

のメイクテクニック、メイクを使ったコミュニケーション 

手法や、化粧品の基礎知識など、ご自身のメイクや化粧品 

について正しい知識を身につけ、他者へのメイク指導を行 

うための実践的な知識やコミュニケーション法を学ぶ内容 

になっています。 

こちらのテキストは、今後実施されるメンタルメイクセラ 

ピスト®検定の４級～２級の受験を目指す方に向けてのテ 

キストとなっております。 

 

●Ｂ５版・１２８頁 

●価格：３，６００円+税（予定） 

●出版：株式会社ワニ・プラス 

●発売：株式会社ワニブックス 

●著者：公益社団法人 顔と心と体研究会 

●発売日：２０１９年 7 月 26 日 
                                    

 
お問合せ・ご注文（ご予約）は、公益社団法人 顔と心と体研究会まで。 
また、amazon でも予約を受け付けております。 
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またまた 

新規！ 

平成 30 年度（平成 30 年４月～平成 31 年３月）の期間中、当法人のメイクボランティアに

積極的にご参加くださったボランティア功労者の会員の皆様をご紹介いたします。 

以下の皆様には、表彰状をお送りいたします。 

≪≪平平成成 3300 年年度度  メメイイククボボラランンテティィアア  功功労労者者のの皆皆ささまま≫≫  

西奈まるか（19 回）、山田みどり（15回）、山本美樹（13回）、 

神藤恵子（12回）、中棹知子（11回）、花園道子（10回）、 

長谷川秀子（11 回）、森幸子（９回）、他２名様  

以上 10 名の方々です。（敬称略・（ ）内は参加回数） 

いつもご協力ありがとうございます。 

 



2019年度 公開講座・シンポジウムのお知らせ 

 児童虐待：現状・施設等における対応サポートのための 

ボランティア活動・今後の課題（仮称） 
 

●日時   22001199年年1100月月1199日日（（土土））1133：：0000～～1166：：1155  （開場12：15） 

●会場    エッサム神田２号館４階大会議室 （（千代田区内神田 3-24-5） 

●第 1 部  出演者による基調講演 

 第 2 部  パネルディスカッション 

●出演者 （予定） 

後藤 啓二 先生  

（弁護士・NPO法人シンクキッズﾞ- 子ども虐待・性犯罪をなくす会代表理事） 

法務省 矯正局より 

 かづきれいこ （公益社団法人 顔と心と体研究会 理事長） 他 

●司会    堤信子 様 

●参加費   当法人会員：無料  一般：前売 1,000 円、当日 2,000 円 

●定員    120 名 

●アクセス  ・ＪＲ「神田駅」東口徒歩 2 分 

       ・東京メトロ銀座線「神田駅」４番出口徒歩２分 

 

 

 

 

毎年開催しております公開講座・シンポジウムは、今年度は、最近悲しいニュースを聞くことが多い

「児童虐待」をテーマとすることにいたしました。 

理事長のかづきれいこは、25年前から少年院や刑務所などの受刑施設及び更生保護施設において

メイク指導を行い、就職率の向上、再犯率の減少に貢献すべく努力して参りました。また、最近では、

児童養護施設にて就職活動に向けてのメイクセミナー・メイクレッスンも行いました。今年度も、児童養

護施設からの卒業を控えた女性を対象に、就職のためのセルフメイクと高齢者のためのボランティアメ

イクの指導を行い、高齢者施設へのボランティア訪問を実施予定です。 

このシンポジウムでは、児童虐待の現状と課題について認識を共有し、問題に対処する具体的な活

動を紹介し、一人ひとりが自らの問題としてどのようなことができるのか考える機会としていければと考

えております。 

詳しくは当法人のホームページ等にて６月以降順次ご案内予定です。また、次回の会報誌（８月末

発行予定）では、チラシを同封する予定です。 
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お問合せ先 顔と心と体研究会事務局（03-3350-1035） Email: info@kaokokorokarada.org  
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最新の募集情報や、他エリアでの開催有無はＨＰをご覧いただくか、事務局へお問い合わせ下さい。

入居・・・高齢者入居型施設、通所・・・高齢者通所型施設、その他・・・障がい者施設・視覚障がい者センター等

6/12 （水） 13：15～ 入居 シルヴァーウィング新とみ（東京） 東京都メトロ有楽町線「新富町」より徒歩

6/15 （土） 14：00～ 入居 メディカルホームまどか西大井（東京） ※フルメイク担当のみ募集　　　　　JR横須賀線「西大井」より徒歩

6/29 （土） 14：00～ 入居 白寿荘（東京） 京王井の頭線「駒場東大前」より徒歩

7/27 （土） 14：30～ 入居 緑の郷（神奈川） 小田急線「新百合ヶ丘」もしくは東急田園都市線「あざみ野」よりバス

6/11 （火） 14:00～ 入居 あおぞら（大阪） 地下鉄谷町線「八尾南」より送迎

6/17 （月） 13:15～ 入居 にこにこハウス医療福祉センター（兵庫） 神戸バス「病院前」（しあわせの村）より徒歩

6/28 （金） 13:30～ 入居 ユーアイ（大阪） 阪神本線「千船」より徒歩

7/21 （日） 14：00～ 入居 いわき園（大阪） 地下鉄四つ橋線「住之江公園」より徒歩

上記の時間は、メイク開始のお時間です。集合は記載時間の約1時間前になります。

■　申込～参加の流れ

■　申込後に参加をキャンセルする場合
理由をそえて、前営業日の15時までに、事務局までお電話下さい。

訪問日が日曜日・祝日・月曜日にあたる場合は特にお気をつけ下さい。（例：訪問日が月曜祝日の場合　→　前週金曜日の15時まで）

■　お願い
１．上記の通り、訪問には参加条件がございます。該当されない第三者のお誘いはご遠慮下さい。

２．人数が少なくなると訪問先へご迷惑をおかけしますので、キャンセルの場合はお早めのご連絡をお願いします。

３．ご連絡先（住所、電話番号、メールアドレス等）に変更がありましたら、速やかに事務局へお知らせ下さい。

＜当日案内＞訪問日約１週間前までに、メールにて事務局より「集合時間・引率リーダー名・緊急連絡先」などを
　　　　　　　　　ご連絡いたしますので、確認後、必ず返信をお願いします。

　　※＜重要＞
　　　　事務局からのメールが受信可能となるよう受信設定にご協力をお願いします。
　　　　定員になりましたら申込を締切る場合がありますのでご了承下さい。
　　　　メイクボランティアへのお申込みやお問い合わせをメールにてお送りいただき、事務局より1週間以上返信がない場合には
　　　　一度事務局へお電話（03-3350-1035）をお願いいたします。
　　　　ボランティアの開催日が迫っている場合には、該当日の3日前までに必ずお電話いただきますようお願い申し上げます。

メイクボランティア 募集要項

公益社団法人 顔と心と体研究会　事務局

Tel：03-3350-1035（月～金 9：30～18：00 土日祝休み）
Fax：03-3350-0176 (24時間受付）　E-mail：info@kaokokorokarada.org

　募集日程は随時更新中です。
　メイクボランティアの最新情報は公式ホームページをご確認下さい。
　（トップページ → メイクボランティア → 訪問予定）

     ※施設の都合等で上記日程が変更になる場合もございますので、どうぞご了承ください（最新情報はHPでご確認下さい）
　      また、ボランティアに参加される皆様が体調不良のまま参加されると、施設の方に「命に関わる」ご迷惑がかかります
　　　　ので、体調管理には十分に気をつけて下さい。

＜参加条件＞当法人の会員であること、および、当会主催のメイクボランティア講習会を修了していること

＜申込方法＞ホームページ、またはメール（ info@kaokokorokarada.org)、電話、ＦＡＸにて、事務局までお申込下さい

　　　　→申込を受付けましたら、メールにて事務局よりご連絡いたします※

顔と心と体 メイクボランティア 検 索


